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ツ、 6'0~~'Jの忌
ネットショッピンク、 オークションで購
入するとき、あるいは東日本から西日本ヘ、
西日本から東日本に引っ越しをするとき、
電化製品の周波数を気にしていますか7周
波数の違いのために、せっかくの電化製品
が機能しない、早く故障するなど深刻なと
ともあります。
一般家庭の 100V、200Vの電源の周波数
は、 50ヘルツ (Hz)または 60ヘルツの交流電源
です。交流電源は、一定の周期で電圧のプ
ラスとマイナスが変化し、 50ヘルツでは 1秒
間に 50回変化します。すると白熱電球は、
変化の途中でOVの瞬間があるため消えて
ちらつくのですが、私たちは気づいていま
せんね。
日本の電力系統は世界でも珍しく、 1つ
の国土内で、静岡県富士川を境に東側は
50ヘルツ、西側が60ヘルツと周波数が異なりま
す(図 1)。普段このことに、気づくことも
不便も感じないのですが、昨年の東日本大
震災時に、大規模な電力不足になった東日
本に西日本から送電するには大きな問題に
なりました。
関ヘルツ
図1東日本と西日本で異なる周波数
??
?
??? ??「???、 ，
?
???????? ????「?? ? ?????
周波数が違うと、どうなるの?
周波数が違うと、どのようなことが生じるのでしょ
うか。灯りのちらつきの回数が異なるよりも大きな
問題は3つあります。
1.インバータ一式で、ない交流モーターの回転数
が変化する。タイマーが狂う。
2.蛍光灯、電子レンジなどの高圧トランスが加熱
する。送電ラインにある変圧器に過電流あるい
は磁東漏れ(変圧ロス)が起こり加熱する。
3.発電所の発電タービ、ンの回転数がl.2倍にな
り遠心力が増加する。あるいは1Il.2倍になり、
振動する。
一般家庭用では、多くはすでに対応済みで、引っ
越しゃ製品の供給の不便さをなくす工夫が施され、
50ヘルツ、60ヘルツのどちらでも使える機器のことを「ヘ
ルツフリー 」機器と呼んでいます。しかし、 一部の
製品では両周波数に対応していません。もし、その
機器をそのまま利用すると性能が変わり、加熱し
危険なことがあります。
2つの電力系統-東日本が 50 ヘ }~'Jになった起源は、 1986 年(明
治29年)に、東京電燈浅草発電所にドイツ・アル
ゲマイネ社より 50ヘルツの三相交涜発電機を6台購
入し電力供給を始めたことです。 一方、大阪電燈が
同年、 幸町発電所に設置した5台の発電機は米国-
GE 社の 60 ヘ}~'Jのものでした。 つまり、 電気の事始
めから、日本は1つで、はなかったので、す。ところで、
表1一般家庭の周波数対応 ヘIv1を標準とする」と
1 .どちらのi由I或でち使えるもの テレビ、 DVDレコー ダー 、ラジオ、パソコン、トー ス
ター 、炊飯器、ポット、婦際機、ストー ブ、電気毛布、
電気こたつ、エアコン、 LED電球、白熱電球など
スタートし、不統ー
だった九州の 60ヘル
ツ化が進められたとこ
ろで終わり、現在に
至っています。
インパー ター を内蔵しているもの
2.そのまま使えるが、モー ター 回転鍛など|冷蔵庫、扇風機、洗濯機、空気清浄器、加湿器、ヘア
性能が蛮わるちの ドライヤー 、換気扇、ジュー サー など
3.部品の交換を要するもの 電子レンジ、蛍光灯、洗濯機(一部〉、衣類乾燥機、タ
イマー など
輸入家電、年式の古い家電
周波数を60ヘIv1に
統一する試算があり
ます。それによると、
電気事業者の設備交換だけでも 40年、 10兆円か明治時代の東京市では、送電用や電車用は 25ヘルツ、
電灯用はちらつきを減らすために 50または 60ヘルツ
の3種類がありました。あえて言うと、 16.7ミリ秒
と20ミリ秒のわずかな差ですが、 50ヘルツの方が回
路に優しいそうです。
60ヘルツを採用する国は、南北アメリカ大陸(一部
を除く)、東南アジア;東アジアの諸国です。日本
の近隣国では、韓国、台湾、フィリピンは 60ヘルツ
ですが、ロシア;中国、オーストラリアは 50ヘルツで
す。そして、 50，60ヘルツを併用している国は、インド、
パキスタン、アフガニスタン、スリナム、サウジアラ
ビアなどと珍しいそうです。
周波数変換
先の東日本大震災のとき、東日本の電力不足に
対応するために西日本からと北海道から電力が供
給されました。このときの課題は西日本の 60ヘルツ
を東日本の 50ヘルツに変換することでした。この設
備は佐久間周波数変換所(静岡県浜松市)、東清
水変電所、新信濃変電所の3か所にあり、サイリ
スタで変換します(図 2)。その能力は 100万kW
と原子力発電所の一基分相当です。
周波数の統一
不便さを解消しようと、古くは 1914無大正3年)
と1942年(昭和 17年)に 150ヘルツを標準とする」
と統一しようとしましたが、電力需要の増加に対応
する方を優先し、統ーが見送られました。そして戦
かるそうです。しかし、日本は青森から鹿児島まで
でも 2000kmもあるため、長距離送電をすると発
電機が影響を受け、不安定になると考えられていま
す。そこで、やはり富士川あたりで交流を直流にし、
またこの直涜を交流に戻す CBackto Back， BTB) 
の設備を挟むことが必要です。実際、広大な米国
では、 BTBで3分割されています。
結局、日本の電力事情はこのままでよいのでしょ
うね。
図2新信濃変電所の最新のサイリスタJ¥ルブ
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